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生徒指弾・放育枇淡分111fのリーダー的教員を養成するために教職大学院で設定された「学校適

応アセスメント災』iW」の，ル1半５１１間の附属小学校特別支援学級での附帆紋ｕとの巡挑にｊ,Lづく

実刊の州･仙iと火施の慨‘災を椛門し，１０年以上の小学校勤務経験のある院′kが，11,1をjW『たに学んだ

かについて，典1"ルボートの記述を中心にIﾘ}ら力､にした。週１１’８時間５１１１１の蝿い火Ｗ１りjlN｣であっ

たが，仙察'''心のアセスメントに』,峰づく指導計仙i立案・実施．振り返りの維験は，叫剛塊/kに，

これまでの児血I|州をこえる．佃に応じた指導に必要な詳細で深いレベルの児,Wij1ll解の必甥1|lに

弧付かせる契機となった。
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Ｉ目的

教11免肝状取得のための必#,,(条件として，これ

まで主に学部段階での紋,rj災判がおこなわれてき

た。近年教１１錠成系大学の入学院においても．さ

らに高度な帆'州畠に堆礎をおいた教育実践力の向

上をめざした災刊科'１が爪視される倣向にあり，

教職大学院では．「学校における実習」として必

修化されている（''１央牧行群縦会，２００６)。小泉．

納徳（2009）は，「学校適応アセスメント実習」

を教ｕ養成系大学院で拭行し，平成2,年４月の福

岡教育大学人学院牧育学研究科教職実践専攻(以

下本教職大学院）股価以降，／k従指導・教育相談

リーダーコースで「学校における実1W」のつと

して本格実施し，平成22ｲ|畠庇で２年１１を迎えた。

「学校適応アセスメント爽判」は，週，日８時

間をIiijlL5過|川は．附鴨柵|川小学校および中学校

の特M'１支援学級で．後1210週|Ａ１は．地域の協力校

の通州.の学級でﾘ鋼を行･)‘拠判生は，教育委只

公から派辿された牧敬維験,()年を超える｣fM職教員

が!|'心である。この郷'>iの到述''採は，学校,ﾉ､,の

アセスメントと支援制･IllIi立案を脂導できることに

ある。そのための学刊内祥・ノノ法として，附属学

校の特別支援学級においては．個別の指導計lIlliに

もとづく指導の実際を体験し，その後，公立学校

の通常学級で学級集川の状態，仙人の適応状態，

学力定着度，生柄態度のアセスメントの災施と結

果の整理や分析を行い学Ｗ指導や学級維憐に減

用できるレポートを作成する。これをもとに，協

力校駿貝に対して，子どもの個人IIf・位の衡料幣叩

手法を提案することとした◎

本研究では，平成22年lOjjより‘災施された本爽

習の前半５週の附属福|iii''1,学校特別支援学級にお

ける実習の準備段階から実施の!L体的取り組みを，

主に大学院教員と附属教Llの述挑，附属戦ｕが，

考案した典体化された爽判計剛とその災施，およ

びこの特別支援学級での爽判の効果を，ソミ刊/kの

実習記録および振り返りでの発耐をもとに検祇を

行うことを日的とする。

Ⅱ本教職大学院の学校における実習の計画・実施

１大学院教員の実習に向けての取り組み

ｌ）組織的準備

本教職大学院では，ｿl鋼に川する組織的な取り

組みを行うために，大学院に独121に大学院教１１で

構成される「実ﾔﾘ連衡委此会」を股lifiLし，火Ｗｉｌｌ

の問題への対応やきめ細かな折導を行うための方
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錐を検‘称している（Ⅲ立大学法人福岡敦育入学

2()()8)｡また，従Ｗｌｌ:'の間辿で，実習機関との連

絡。,１M帖・協俄が必'災なjﾙ合には．イド３１１１１開催さ

れるlMl係校の代炎汁と火;Ｗ迎僻委員からなる「連

1%MﾙﾉJ校聯述絡協識会」で検討する。附属校の場

合，ﾉ鋼の概典と配Ｉ｣#については実判前年度に大

学院教ｕが分担して附楓学校等に出向いて事前説

lﾘlと州淡を行うと|‘１時に，「実習遮営委貝会」で，

爽判のiil･IIiIiおよび災施後の成果と課題について分

析検討したものを「述鵬協ﾉJ校等連絡協議会」で

鞭告し，リ釧校群から怠兄を聴取し改善に反映き

せている。

２）典体的な雌術の'ﾉﾐ施

爽判生である院ﾉＩｉに対しては．各実刊の内容を

示した「笈洲汁IIl1i」を冊子として前年度に刊行し，

入学時オリエンテーションで配布している。さら

にff実習開始１１tには，典体的注意事項も含めた実

施笈甑を含む「ﾘﾐ判の手ﾘ|き」を作成し，大学院

実州11211教ｕが．オリエンテーションを行う。

｢学校適応アセスメント災判」では、実習の事前

学Ｗである「子ＩＩｌｉ課辿｣，爽習生のプロフィール

紹介と杵院生がとりくむ「州別学習計imi」の作成

聯を洲し，評{llliの観点群を前もって突洲生に示し

Ｊ叩救fjfを行い災習にのぞむ雌備を行った。

ｿl鋼'たIijｲド腿の年庇初めの４）lには，ノミ学院教

ｕが，「災Wnl･IIlli」および'~実習の千ﾘ|きを」を

もとに，杵肌職に111度説|ﾘlと札l談に川向き．調整

を行った,，本焔Wではに災洲lIl始ｌ力Ｈ前には，

大学院の爽州'1当教1１（|｝Iｲ１１１・小泉・納富）が実

糾佼のiIlj接指導をｲiう教１１(弘松）に，「実習の手

リIき」をもとに脱iリル異体的な準備を進めた。

さらに雌終,淵幣の後の実州Ｈ１始iiiに実習生を同

伴し，附楓学校へ,IF前挨拶にうかがい附属実諦日

､11敬此と対Ⅲし，雌終確認を行う手順をとった。

Ⅲ附属福岡小学校特別支援学級における実習

１大学院担当教員と実習校指導教員との事前協議

附楓冊|川小学校特別支援学級は，低学年，中学

年，断学年の全３学級からなり，ｌ学級５－６人

の児iii:がｲi輔する。災判生は．各学級に１人から

２人で配楓された。

大‘,j::暁｝lいり敬ｕから災判佼指導教口は，一人の

崎ﾔﾉkに，雷･人の対象児童を選定することを依頼

された”環境の変化に刺い児敢も多く，実習生が

支援することが，学刊や適応に負批にならないこ

とを配噸して遊定を行った。

また，ｿ釧のIll'脚を5111111で進成するためにも．

授業の進行状況を蚊もjHlっている特別支援教育部

主従の弗峠淵:門･が中心となって実刊計画の具体化

を|､xlることとした，大学院教ｕは．突謝中学級を

池|川し，脱察や脂導を行った。

２実習計画の立案について

院生が，計511'1の火刊を附楓小学校で行うにあ

たり．以下の‘ｌＪＪｉを老噸してiil･IIijiを作成した。

①実粁の{|的である{|Ｉｌｌｉ別の牧行支援,iillllliやWil別

の指導計仙iの紫だ，Ａｔびそれを柵力‘した指導が

実践できるよう災態把搬制･IIlIiの確定，実際の

指導補助という段附的なり鋼iil｡、を立てること。

②個別の教1ff支援,１１画，指導iil･miの愈捉や難定

手順，及び個別の支援のぢえ方など堆本的なノ

ウハウを理解してから９ﾉﾐ1Ｗに臨めるよう，ｌｉ編iIi

によるオリエンテーションを行うこと。

③指導計画に雌づく授黙場Ⅲiの支援だけでなく，

１１常生活における児瓶との関わり方，障訴特性

などを踏まえた児ftHl1解の仕方等を身に付ける

ことができるような場1ｍを位偶づけたＨ程にす

ること。

④院生一人一人に担当児I‘Iを決め，その児童の

担任と１日を脈り返る時lHjを股定したり，院生

がお互いに支援の様子を兇合い，学びあう時間

を設定したりできるようにすること。

⑤実習を終え，実際の数fj:現jﾙに川たときに役

立つであろう現在の皿常学級における発述障害

のある子どもの状況や，』|洲ﾘ支援教育の視点を

活かした指導法などの柵柵による実１１》lを行うこ

と、

３実習計画の具体的な内容について

（１）511'1の災Wiil･IlIIiの|ﾉﾘ祥

院生が，段階的に災1Wが行えるよう,ii１．５Ｉｌ１ｌの計

画において，炎Ｉのように内存を股だした。

この計iilIiにおいて，第１，２１，１ｕで，従態把握

を行い，節３，４１１１１１１で'典際の桁導補助を行うと

いうように段階を破けた。さらに，lIlilI1で実態

把握した後に担当教Llと柚し合い，イ〈十分な点に

ついては２Ｍ目で追加の災態把捉をする。また．

３回{]の指導補助の後も拠当教ｕと紺し合い，反

省点を明らかにすることで‘11両''１の指導補助に唯

かせるようにした。

（２）個別の指導計画と授紫についての識I満

第１何Ｈの実習で，火態把捉を行う前に，個別

の教育支援制･画及び桁導洲･iIIliの恵投．及びそれを

授業にどう結びつけるかということについてオリ

エンテーションとしての洲荊を行った。以下が，

その概要である。

一一二－
○stepｌ「個別の教育支援計画」を作成しましょっ“
(1)「個別の教育支掘計画」とは

(2)｢個別の教育支援計画｣を作るために､必要な情報｜
はどうやってあつめるのでしょう，

○step２「個別の指導計画」に賭手しましょう“
<1）「個別の指導計画」とは。

<2）「個別の指導計画」を作るには．どんな内容を考え
ればよいのでしょう．

○step3子どもの実態を把掘しましょう細
く1）実態把握は．どんな方法ですればよいのでしょう。

(2)障害の特性を理解することも実態把握に大きく関

わります画
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○step４授業をつくっていきましょう。
(1)どのように授業を考えていけばよいのでしょう。

(2)よりよい授業ができるためのポイントは何でしょう”

このように，個別の教育.支援計画から授梁まで

のプロセスを各ステップごとの留意点を''1心に解

説するとともに，今後の実態把握，補助指導の際

の視点を与えられるようにした．（資料ｌ）

(3)日常場面における児童理解を深める体験

ｌＨのＨ程の組み方として，次のような時間を

大切にしたロ

○朝益佼してきた児竜を迎え，身辺確理の隊相観察
や支援、または会話によるコミュニケーション
○中休み，昼休みなどの時間に児亜と一緒(こ遊び．
ラボートを砿１札ながら様相を観察する
○給食．滴冊などの指導時間にｲ,'i極的に指導に入り，
生沼場､iでの実態を把握する‐
○運動会練習など１『‘Ⅲへの取り組みの補助を行い辿
常学級児童とのかかわりﾉjを観察・史援する

実習の中にこうした場面を位澗づけることによ

り，実際的な児童とかかわるスキルを身に付け，

担当児爺の様々な特性にも気づいて指導に渦かす

ことができるようにした,二

(4)１日の指導についての反省公の設定

院生の担当児歳への支援について，その机任の

教只と振り返り．次回に改善していくための反省

会を師lul行った。また，第４IIlllIの実習において

は，院生側士がお互いの指導補助の様了･を参観し，

反省協議会をもつようにした｡その協祇会のlﾉ､l容

は，以下のようなものであるL：

１進め方の確認（司会：弘松）１分

２授業補助をしての自評及び質疑

※ふじ組の先生から．授紫#llj肋を行ってみて．ｎ分

の考えた支援の有効性がどうであったか。ｆどもの

姿を踏まえて各自自評を述べる。

（１人２～３分程度）

※ふじ組担当の実柳生が，１１評を述べたあと，他の
学級の実習生よI)間問・愈兄を川し合う。

※このＩ学級のサイクルをおよそ１５分で，３学級か
行う。

３本校教員からの指導・助言

※授業担当肴として．ふじ組から順に指弾〔・助術を

行うｃ（１人３か程度）

４大学の先生からの指導・助言と総括

※火字の先生より，梢導・助-i~級び総括をいただく。

（お－人５分程度）

この協議会の中で，お互いに作成していた指導

計凹を基に，児童の実態に対して，どんなねらい

をもって，どんな手立てを行ったのか』その有効

性はどうであったか。などを話し合うようにした。

そして，院生同士がl2l分のこれまで学んできたこ

とを活かして，主張したり，互いに意兄を交換し

たりできるようにした｡また，実際の授業中の子

どもの姿で，研究を深めていくことの大切さを実

感できるようにした⑮

(5)通常学級での特別支援教育についての誹話

第５nIlの実淵で，実洲のまとめとして，今後

教育現場へ出たときに．通常学級の指導において

も求められている特別支援教育の視点を大切にし

た指導の考え方や，発達障害のある子どもの特徴

とそのための支援の仕方についてプレゼンテーショ

ンを橘用した諦話を行った。以1,.が，その概要で

ある画

ｌ発達障害とは

（１）「発達障害」のとらえ方
（２）「発達障害」の定義と分類
２自閉症について

（１）「自閉症」という言葉のもつイメージ
（２）自閉症の症状
３発達障害のある子どもに配慮した支援
（１）発達障害のある子どもへのかかわり方の基本
（２）発達障害のある子どもに配慮した環境整備や指導法
４特別な配慮を要する子どもへの対応の具体例

この荊哉のねらいとして，実洲を終えて今後の

指導に向けての心椛えや蓄え方を醸成していくこ

とができるようにと考えた□

例えば「障害」とは．決して特別なことではな

く，通'肘学級においても様々な個性のある児童が

おり、その個性の延長線上として連続的に考える

概念であることを実習での体験と絡めて理解でき

るように考慮した｡また，発達障害のある子ども

にとって優しい授業や環境作りができれば，結果

としてすべての子どもにとって優しい授業・環境

になることや．障詳のある人を支援するものの資

質として，知識・技能・態度が人切であることな

どを内容として取り入れた。

以上の実習指導の具体的計画については，表ｌ

に，洲話の資料の一部については，資料として示

した｡（資料１．２）

Ⅳ現職実習生が実習から学んだこと

この実習に参加した，４名の現職院生（ﾘ｣性３

名，女性１名，すべて特別支援学級担任の経験は

なく．特別支援放育の推進に関して中心的役割を

になったことはない｡）の，２名の実習記録と５

１Ｊ目に行った全貝の振り返り活動をもとに，この

実洲の成果の一端を明らかにする□なお，実門生

は，実習日以外に週一lnl大学院で，グループでの

スーパービジョンを実評担当教貝から受けた□ま

た，担当児歳の心恥教育的アセスメントに基づく

教育援助ﾉ針，その過程，教育援助のF1i-L評価な

どからなる競終報特許を作成するよう求められた｡

【実習記録より】

Ａさん知的遅れのあるダウン症の児童を担当

初1-1

「第１回Ⅱの実習でこころがけたのは，授業の

｢'1でＨ分の担当の児童を良く見て(観察）理解し，

どういう働きかけができる(支援）かを誉えられ

る力闘です｡また，積極的にコミュニケーションを

とることです□…今'１，主任の先生より実態把握

の視点を教えていただいたので，この点に気をつ

けて子どもたちを観察したいと思います。…」

２日{三|以降は，担当児童への遊びや学習補助，
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給食の補助に加えて，通常学級との交流，中学校

特別支援学級の見学，小学校の他学級の見学，実

態把握に基づく試行的な支援等を経験した,二

４１１回

「反省協議会では，各自の今Ｈの支援について

の反省等について協議しましたこ｜子どもたちには，

具体物を使ったり，何'111か練粁して本番にのぞま

せたりして理解させることがわかりました1二個に

応じた学押をしていくには，侮ロの児童観察など

児竜即解が必要だと改めて感じました｡」

５日Ｈ

「５回の実科を終えてたくさんのことを学びま

した。担当の児童をどれだけアセスメントできて，

その個にあった支援ををどのようにすれば力がつ

くのか，実際に行ってみたが，雌しかったです｡

その子の多様な情報を知ることが，支援につなが

ると思いました。現場に戻った時，一人ひとりの

児竜をしっかりと見取れるﾉjを，さらにつけてい

き，その子にあった支援を巷えたいと思います｡

また，特別支援教育の視点をもとに学級づくりを

したいと思います.」

Ｂさん知的な遅れのある自閉症の児血を根１１

初}１

「算数の授堆は，…スモールステップで，てい

ねいにすすんでいるように感じた、さらに，必要

な手立てとなると，すごく難しく感じる，向分の

了･どもたちを見る目をもっとみがいて，一人---人

にあった手立てを作り出せるようにしないといけ

ない．」

２１-''二１

「実習２日ｕで，ずいぶん子どもたちのかかわ

りが，スムーズになってきたと,似う｡しかし，Ｂ

児が授業巾おしゃべりをはじめたり，最初にこち

らに災中させたりするための手立てをどうしたら

いいか，まだまだつかめていない…」

（算数の指導のときに,試みた支援がうまくいか

ない経験をし，到迷度のアセスメントについての

助言を大学教員が行うロ）

５１１１］

「５日間という短い期間であったが子どもたち

から教えられることは，とても多く尚重な経験と

なった鰹Ｃ児に対する支援は，なかなかうまくい

かなかった、課題をかかえたまま実習を終えなく

てはいけないのは心残りである。今向分が思うこ

とは，この子たちのベース・リズムと，自分の仕

事と生涌のベースのギャップをどのようにバラン

スをとっていったらいいのだろうかということで

すｃ５日間，毎日予定を調整して，組んでいただ

き，資料も用意いただきありがとうござました。

これからの実践に必ず生かしていきます．

【振り返りの発言から】

峨終｢Iの５，目には，それぞれが，実稗で学ん

だことについて，振り返りを行った。

共通して，「人変密度の濃い実習だったＪ「長

年数員をしてきて，佃に応じた児血の観察もでき

ていると魁っていた□この実習で．わずか40時間

対象児とかかわって，わかったことに比べると，

１年間をかけてかかわる児竜のことについて，わ

かっていただろうかと反省する:Ｊといもの

だった｡，

１０年以上という長い現職経験をもつ現職の院生

であったが，特別支援教育を必要とする児童の指

導の雌しさに気付き，容易には解決できないこと

に血而した、系統的で集中的なアセスメントの経

験を通じて，改めて佃に応じた支援の亜要性と，

それが綿密な実態把握にもとづく指導計問のもと

に成り立つことを実感したことが，明らかに

なった。

Ｖまとめ

今回は，生徒指導・教育相談リーダーコースの，

学校適応アセスメント実科の実際を紹介し，その

成果を，実習生の記録と振り返りでの発言をもと

に分析した。週１日８時間５回の短い実習期間で

あったが，アビセスメントに基づく指導訓･画虻案・

実施．振り返りの維験は，現職院生に，これまで

の児童理解をこえる，佃に応じた指導に必要な詳

細で深いレベルの児散理解の必要性に気付かせる

契機となった。

障害児救育（現在の特別支援教育のルーツに当

たる）は，教育の原点とよく言われる．院生が，

この実押で得た経験は，特別支援教育に関する知

識や維験を超える普逓的な教育の原理について熟

砦する契機となったIIJ能性がある。

もちろん，今回の実習は，綿密に計画された実

習計１mとグループでの振り返りを，週１回１時間

30分確保したということも，思考を促す要因であっ

た可能性もある

今後は，この実習の効果を維持しさらに完全を

試みると同時に，一般化を検討していくことが課

題である。

文献

中央教育審議会２００６今後の教只養成．免許制度

の在り方について

小泉令三・納篇忠子２００９教員養成系大学の大学

院における実習科月の計、と実施一実習の施

行による検討一ファカルティ．ディベロッ

プメント研究報告書１０５３－６０

国立入学法人編岡教育大学２００８冊間教育大学大

学院教育学研究科数職実践専攻（孜職大学院）

設世計、に係る再補I賭|･凹害
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表１．平成22年度教職大学院「特別支援教育インターンシップ」「学校適応アセスメント実習」 計画表

平成22年９月１０日
福岡教育大学附属福岡小学校
特別支援教育部主任弘松

Ｉ

簿
雲
汁
溌
一
壁
、
誘
辱
が
儒
詳
爺
嫡
・
蝉
酬
差
誤
一
）
Ｉ
勲
Ｉ
職
罵
Ｓ
汁
９
ｓ
溌
塞

１日の流れＩ時刻

実習の主な内容

登校
～

朝の会

l時限目

２時限目

中休み

３時限目

４時限目

給食
昼休み
清掃

５時限目

６時限目

放課後

８：００
〆、一

８：５５

８：５５
～

９：４０

９：５０

１０：３５

１０：３５
〆、ご

言ＬＯ：５０

１０：５０
～

１１‐：３５

］１：４５
～

弓１２：０（）

１２：００

２：１５

２：１５
ダ、＝〃

３：００

３

３

４：００
㎡、一

５：００

：１０

５５

①１０月６１１（７１
担当児童の実態把握
と個別の指導計画の
立案作業

打ち合わせ
児童の様相観察
朝の会で紹介式
校長講話
｢学校経営の方針」

主任講話
｢個別の教育支援計
画と授業についてＩ
着替え
児童の様相観察

各学級での授業参観
※担当学級での授
業参観と実態把握
授業参観のまとめ
※大学の先生と一
緒に

給食指導
児童の様相観察
清掃指導
指導計画の立案
※参観をもとに個
人作業

↓
指導“打ち合わせ
※作成した計画を
もとに話し合い

〈） ②１０月１４日（木）
追加の実態把握と個
別の指導計画の改善
作業

着替え・打ち合わ･せ
児童の様相観察
朝の会の参加
運動会全体練習参加
※各担当学級を中
心に補助
各学級での授業参観
又は

運動会練習参加

給食指導
児童の様相観察
清掃指導
教生授業の参観
※各担当学級の授
業参観
指導計画の改善
※本校の計画と比
較して検討・改善
指導・打ち合わせ
※改善した計画を
もとに話し合い

児童の様相観察

③１０月２０日（水）
各学級で同時に授業
補助をして，担当か
ら指雲→吹向改善
着替え・汀壱苔万弓を
の
〈
云

童
の
児
朝
様相
の参
観察
加

主任と打ち合わせ
※当日の授業と補
助の仕方について
合同生単の指導補助
※全学級一斉に

児童の様相観察

各学級での授業補助
※担当児童につい
て指導の補助
指導体験のまとめ
※大学の先生と－
緒に
給食指導
児童の様相観察
清掃
教生授業の参観
※各担当学級の授
業参観

指導計画の見直し
※指導体験をもと
に見直し
反省会
※授業を振り返っ
ての話し合い

④１０月２７日（水）
各学
の学
級
級
の授業
の実習

他
参
，
が

を
牛
一

槻→反省会で協議

着替え・打ち合わせ
児童の様相観察
朝の会の参加
主任と打ち合わせ
※当日の授業と補
助の仕方について
各学級での授業補助
※担当児童につい
て指導の補助

児童の様相観察

各学級での授業補助
※担当児童につい
て指導の補助
指導体験のまとめ
※大学の先生と‐
緒に

給食指導
児童の様相観察
清掃指導一一
各学級での授業補助
※担当児童につい
て指導の補助
反省会
※授業を振り返っ
ての話し合い

Ｉ

⑤-11月１０日（水）
実習期間の総括・評
価

著春亮・打ち合わせ
児童の様相観察
朝の会の参加
主任講話
｢通常学級での特別
支援教育について’
レポート作成等
※実習を終えるに
あたっての事務

児童の様相観察

各学級での交流
※実習生と子ども
のお別れ会

Ｉ
給食指導
児童の様相観察
清掃指導
全体でのお別れ式
※
全
実習生と子ども
員での式

実習のまとめ
※副校長，大学の
先生より
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資料１

日
場
期
会

平成22年１０月６日（水）

福岡教育大学附属福岡小学校

特別支援学級棟

○本日の日程

平成22年度福岡教育大学教職大学院
１日の流れｉ時刻

実習の主な内群

１０月６日（水）のⅡ程

指導・打ち合わせ

※作成した31.111iをもとに狐当学級の授災

軒と鱈し合い

担当児寵の突悠把拙と照ＭＩＩの術導計価の立

鍵作難
｢特別支援教育インターンシップ」

「学校適応アセスメント実習」

（第１日目資料）

職員朝礼での挨拶くWI校舎脈以塞〕

Wlの会での紹介式（北校舎脊楽室】

瀞控：８：０１｝

帆の会：８１５５

ＩＲ局男 校長諦話（応接室〕

『学校総衡の方針』I時限'二１

!【此‘ＩＣ

主任溌謡（応接室〉

｜特別支扱戦青の鵬本的な零え方

～胆別の救育支援刑幽と授業について～‐

杵将え

児流の犠和槻斑（通勤堤）

１９．５「

２時眼匡

○本|ﾖの日程

○特別支援主任諦話資料（２校時）

○涜料国語科・算数科の指導内容表

○参観資料（３校時）

ｐ､Ｉ

ｐ２~p‘７

ｐ､8~p9

p,１０~p』３

111フ：３日

'，Ｉｎ０ｇＩｇ

111休み

1'１０．６Ｃ
－

ｌ１（１５［ 各学級での授業謬捌

※ｌ旦当学級での怪推参淵と実態把掘

ふじ瓢（算数）術尊者嶋売Ｉｌ１Ｉ

さくら紙（画語〉州戦折低地頗子

榔制ｌ〈生活lii元）指堺者：｡､術謹

３時限1１

：11：３５
一一ー■

１１１．．１５ 授業参説のまとめ（応接室】

※大学の先生方と一緒にEl時111賑

'１２：ＵＣ

給食折那（各姐当教室）

児竜の様細剛察（遮動淵】

il1i捕指卿（北校舎〉

職企：Ｉ２Ｉ１Ｃ

品休み！～

禰州１２；１５

指導計画の立案（応接室）

※参観をもとに側人作窯

''２．１６

511制吸!．

ｉ月一ｎ位

８３２１［

弘松英樹・・納富恵子・西山久子・小泉令三

（２）『舜騨if搾育巽誤諦画」避作るために，必喪なWWRはどうやってあつめるのでし.I:う《

・縄蕊審への協力をおＭいする。

・撫狩脳股や剛などから海I糖もらったり，Ｋ雌唯諦で価Ｌたり弓1-る“

Ｏｓｔｅｐ２「個別の指導計画」に着手しましょう。
（１）「懸別の桁導計画」とは‘どんなものでしょう‘，

『間)Iりめ敏帝光1101汁mjIlとl堂.’・就学1Ｗから成人1ﾘI詣で一Ｊ『した誕腿含巽塊するためのツール

ムＬてり賊もれたものでiIうり，歎帝ぬみ准ら･｣n．保銚・握蝿，冊祉・労I肋沸的さまざま左側商から

の映り祖み譜含めて'1M降機|M”溺峻な迩鵬協力の筒とに策定1-るものである０学汝，蔀幽支扱柵

Illl‘芝れぞれに猫ljる却風内癖を永し，保縦将も加わむてその祁煽を行った'二で進学・耽蛾こ‘hた

ってⅡ唯継いでいくことを処施してい為。

113g５Ｅ

'4柚息.ｌ＝もって!'饗iＩした緋倣

'1瞳軸毒Ｉ州４１か唾'且じ馬苅応竹動の11M腿

I'冬．、［Ｑ

披露掻

’５２００

雛

ITN数脚ＩながさＩ”学翻のIyI：

Ｏｓｔｅｐｌ「個別の教育支援計画」を作成しましょう‘
〈１）ｌ瓶別の数Ｗ支侃計面』と1歳．どんなものでしょう．

平成２２零ｌｎＪ１６１１（水）

平成鯉年度補岡敷瀞大学救臓大学院

「4棚１支扱教育インターンシップ』「学校適応アセスメント笈習」,脚肘誕料

Ｏ午どもが典B除１１的激臓造も竹や十い胆財と趣ぴ婆-j-‘‘

Ｏ一人一人の平刊する内蕃や回媒を側別に殴沌Ｌ淡#－６

Ｏそ”子どもにあった，教材・教典を瑚揃し龍･『鮒｛型の実態に応じた支援）

Ｏ『やった」’できたｌという瓢押らを味わゎ世封・・

国実恕の班う子どもに．どうやって一緒に投薬をずるのでしょう‘，

『鋤MﾘのH狸XW･I呉１１と鉱・・・学妓伽戦fr限磁半学級・学イドの年IIIl断』州厩を佃ヤの児倣・'賊

のレベルで典体化したものでありⅡ児斌・出徒一人ひとりの牧宵的ニーズに対応して，指導剛黙

il赫I職・〃法岬避盛り込んだf』ので．学校と|職瞬fが巡筋ＬてIド成すろ児晒・把維一入ひ些り晩

'11郡計而の垣とである師

■Ｉまじめに

剥蝋灘

翻i灘 蝋
荊刷故粁大唯附腿佃11Ｍ小学牧

稗別支扱敬帝郁柵Ｉ弘睦剣§’

Ｏ未佼の幹別支披学熱には，ニルなＦ･どもたちがい浪些r”

。'剛じ年蹄の子どもよりもし３，つくりと学ぶ二と-C，少しずつ勢に付けていく子ども

・蝉縄や聯えていゐ=とを‘希態にして人に伝えるのが紫しい子ども

，人の虹吟!bを察したり‘今侭をし歯いといl雌いめかに気i$川たり-1-ることが篭手な＋ど'＆

’121分の行動をコン1,世一ルすることが苫手准子ども

Ｏふじ・さくら・梅細りＪｆ型もた崎の餌や姉1陸早く他えて，Ｉ§I良く齢つ.Eく鱈さい．

■特別支型教宵について学方確蕊

【だI的郡脊】

(1J知的椿独･-識に,知的隙杏野『51首訟性ﾃ乳】･よりも鋤作性テ共1,の〃がで皆が上いとい

』戎1‘ている‐しかし，.：｣-ペでの知的姉‘i¥淵が棚作愉鮭〃であお‘こい弓愈ﾘ!§･ﾛ｢jiなく．Ilhh作給

燈仇器が村洲唯位舌・lliI位詣.Ｌ})も多し.と考えられろ。

Ｋ２）「似別の棺魂禰･函.Ｉ老作るには．どんな内容老考えればよいのでしJ:ラュ

・鰐蝿把侃砦栂唾隙の設定

･留諭･繭の安糾･･･掘別の竿11Ⅷfmmと学級の年IⅢ１１１元計而

Ｏｓｔｅｐ３子どもの実1鰻を把握しましょう。
（１）突鵬椙遜は‘どんな方法ですれ'篇よいのでし.,:う。

・実帳の判断鵬飛をもつこと．.．指辞,jw奪淡（チニックリ翼,､』の活剛

･爽験的にさ獣~てみ．E･どん詮ことに､無さ瀧あ為のか観栗弓j-る｡

・児述険疏の異施も一つの方法です層

・日附生祇や休み唯1mの撫子左どから分かる二ともあり詩1.‘‘

（２）障画の特性を理龍することも実態把樫に大きく間わり表す、

(理山Ｉ］現在‘全図の小巾学|兜の班榊学級にもwE4罰６９もの竃謝l:龍I１のある雁どもが＃f,る伽で１－ｂ

･篭述IlIfWとけ?

Ｏ知的ｉ価ＩｆＯ座ijl‘雑擬瑚肺秤○蛎述の編ｊ池岬ｆ（学;iW仰客〈Ｌ、)．コミュニヶー

シ副ンi槻ｆ１巡馳性能岬;）Ｏ注憩久泌／多助惟lWi通い、１．１ｍ

(理由２〕’約別支捜教育」の必え姉I:，Ｉ敬櫛の原蜘なのでナョ

ー-入の制ってぃ馬手畔布･犬晒に＋ごjと.それ肱,輪染とＬて-1．ペセの冒仏どﾔ,塀大切に-1.ること

に唾ろめで税

四弛副土侭芋奴ビはどんな授製が行われるのでしょう◇

血Ｉ

Iill接比機

洲定

長いＩ趣

一画』垂
･･･方の民i：

他方と脆‘

貯巡11t位が説める

吸盤

篭か融
Z避琢し蝋弔;て

::段階

刑･姻線に挫窃そる藍忘比

敏･I･る．唾|－
雁獄111値めいくつ分で焔

瞥遜lillMLと煙って・氏さを

蝿･#･ｓ

111段剛

適切恥仏鯉i１位を通んで
比べる画

民さを

の辿典をI山って



蝉あく農電も一敗的な側In)で,lゆり，子どもの稀牲は一八一人逸い;誉r，

2７

ノJmlは‘外界から入ってくる附師の鞠７飛を挽堂から鯉ていま十．群j'二よる附撒（脈の大きさ

や満さ,抑蝿准ど〉は釣泌柳．諌剛に巣ろ怖報（把手が熊している而黄そのものの愈噸ル､ら柵て

し､る鞠は．わずか１湖もめり淡世ん．

濁す筒莱だけでＩⅡ乎侭過じると恩，の雌Ｉ誌す側の思い込み』松ので-J-．

【その子の見え〃，琴え〃に聯り協う二と】

Ｉこの兇１１．Ｚ人の子苫もl畠はどのように豆えているのでし.僧う‘０１

蝿このあと．参i畑･る似油･ぜ，どん＃f規加から火態を把似十れ,I‘rJ:いかＩ戦1MＷ;ljlfg凡て，Ｊ１

魚てみよ'.‘Ｌう“

l子どもの言うことff胴いて釣ＩＦ巽しよう｡受け入ｵ!'てもらえると咽砿が聖堂れ追中。

２予些もがある行動念したと＃に．史ずはそれを認め．Ｉ旨めであ1燈しエリ，最荊･ると戎の

篭勤に血佃がもてるようになり:罰.、

３子どもをよく弧期して．沈にしそうな行伽を予測してみ垂し上う°竹勤をＴ鮎して，先邪遭

打って祁榊'2'ぱ．子どもを穂;勘l･ろことは少左くなり堂す｡

ｌ子どもの酬lにｵJnで，予習t,と悩近Ｌ塗Ｌよう‘,封iIrは披近{品』:つ．[f''1じ．とｉｎにいてく

れることで1.どt,は燐心111ﾙ龍哨じ散す．

５，チピ･{,とス錨ンシップ鞭とり1.L･』.う。子どもに対する殴伽鋤伸的な{〕17》焔朋I；て仮1ｺ叩

流ぬられていＩ､蝿･Ｉ

（２）知通報性腿迦諏睡耐については対象となる函形の歌が多くなったり．弧躯になったり，

剃履画彩に方卿怯が郡うなどの蝋合では．ダウン哩児は弁別反瞳で隅鎚に厳ることぶ硯諦さ

れる．また形と色とど‘対象の唾叢に注周Ｌて分鑑して抽出することに1麺I認を雄す･･鮫如

誰橡縫について．例えば１８鯉しした状錘で手で絵ろだ;ﾅで鋸彩の区別がつくかについては，

ダウン熊兇はかなりの巡れがあることが指掘されて1,､る”

（３）妃他鮒性・迦》ﾂ|記伽息的瀧される記伽窓飲はｊ知的障害をもつ人はその７鰍が少ないこと

が明らかになっている．祁氾力珊として･知的脈暫のある人は‘リハーサル，㈱l化，刺順

化とい勺た方端塗鞠瀧ﾘｊＷｌｌ制{二ついては.かｵfりの穏度までMII跡!.“ろ．j3I的'1脳Ｗ>ある人

が記俺力1(雌ｼ鵬く他えない脈囚はメタ飽億（幽分②妃低に(WH-ろ憩臓）にIhるとｫえら

れていろ』

○step４授業をつくっていきましょう。
（１）どのように授窯を湖えていけばよいのでしよう．

I子どもに漏十畔のポ･「ン1,1

のｏ低廼に蝿也た嘩諦鯉溌や図】里毎月受宗Ｌ室

．『今．で芯ろこと】とTIDう少しでできそうなこと』の見極めが大切です．

図鑑詞内彰やロ職＆諦成さぜろため”語鴎や趨材野琴え芸今。．

蕊

･子どもの蝋雛･lV1心の尚る那鮫から

'子どもの化柵脳職から

･齢挫の討》Mや』執飾のf7IlIMcどのIMI岨から

⑨典休ﾛﾘに塊堰一ルスヂップ完作り蹴創計睡弗作り甑1..

･卯Iか1f,ところの蝋いにMIiUt進ＩｒｌＩけら#1,ない.

※111肱いやすい郁分へ的吋･－坪少グ

ほは匡〉…~'…。ほ

,少し１０つ．少Ｌ･I,つい刑吋l･ることが洲熊っていく.Ｌうに

,荊肋”11仙や漁微が珊帆ﾘ到るJ;うに

黙糊ｌＩ火脱ＷｔのI郷ﾙ畑1’・・l礎化と漁り返しＪ

の】１１，頁とのA刺jのiIIi1瞳踊え胃k可1-‐

’111州のrlIにｔＩＩ綴にと蝋り1匹しｌがあるよりに，

・紬I柵1,1じ.にりな耐卯階して．『縦び方』書身にi‘Iけさせ詩１－，

－１世1分迩埜軒を雌めていくことができること”火切さ

２十４

Ｄｏｎ｡ｎｍ

同附別の内群I鄭砿じた秩凡や手晒を湾え装十

・周じ門宕の砿弼でも４醜緬腫よって戟既が趣､蓑ず．

・手晩溌を111ってあげることが揃幼に動く擾全が為り潰す“

(２）よりよい摂璽がで皆るためのポイントは何でしょう．

Ｏ目的愈猟と災通し宿大切に

悪たf,似．日雅の仕耶やﾉﾎ幡｣:の些細なことでも，先の見迦しを考えて．１１』分が今，ｉｌＷとすべき

かがわかって行肋している．１該かし，知的脈弼のある子どもには．先の二と喧見珊・1．こと恋苦張と

L･ているjzどＩ,が秒い、『･ど1』たちは，Ｊ一しだい』という目的意流燈も勺'で．そこに寵る苅筋が

わかることで．安心して戦禰に敗り肌tfこ当がでさる“．kってIl的･Ｗ１珊Ｌ{:1G大礎、典で』》ろ．

Ｏ縦匝の''2で個に応じた１１伽沓

維別玄|風敬宵勿１１Ｗにおいて山つとf』穴ﾘfな二と1世．『1Wに応［た州釧ｌ郡Ｉｊる．しか1.,噸lに

贈じた淵騨は，１１Ｉ別111卯とIi71じ騨鯉は市い』ということに髄を付けたい．、iJhWルソどf'にt,が，

J蝿ＬたＢ的愈腿鰭も』:,とがめも，一人人”F1殿雛定や，使う敬其，っ型-1･芯に対・１．ろヒントな

どは澗寿の爽協にあった！』のを川伍する三とが服腿でめる,ｉ

○成功休戦と満1tのある慨采を

子どもたちにとって．学制〔１１に『脚分でできた１Ｆがん億つ主からできた』という成功伸喰“I；

わお瞳る二とは．『IfIｲﾊＩ砦崎う.1.でとても大切である＝そＬで。その成功は魯感じさ･世ろために

ば‘涜擬が大切である．而鯛による衡費だけでなく，冒畦;fや仕娯頚訓‘スキンシソプ必どを即え

た寅賀を大切にしたい．

○回己爵煽槻能

高分の1‘たことが．寵しいのか‘側遮って11､るのかを子ども虐身がわかる二とは‘とても砿郵で

ある．その二とを可脆に寸･ろ歌良などの仕廻みなＩ自己野摘維能」と螺,乳

直己緋価概雛儲t,たせた紋)し雀11M鰯Ｌ，活剛の手飯を剃確に示し‘そうした唯凹の！｣:〃＆齢ぴ力

として定軸させることが.輪別交脆鍬級での･･高授業を股血さ殺る槻である．

（２）知通報性腿迦蝉睡耐については対象となる函形の歌が多くなったり．弧躯になったり，

剃履画彩に方卿怯が郡うなどの蝋合では．ダウン哩児は弁別反瞳で隅鎚に厳ることぶ硯諦さ

れる．また形と色とど‘対象の唾叢に注周Ｌて分鑑して抽出することに1麺I認を雄す･･鮫j画

誰橡縫について．例えば１８鯉しした状錘で手で絵ろだ;ﾅで鋸彩の区別がつくかについては，

ダウン熊兇はかなりの巡れがあることが指掘されて1,､る”

（３）妃他鮒性・迦》ﾂ|記伽息的瀧される記伽窓飲はｊ知的障害をもつ人はその７鰍が少ないこと

が明らかになっている．祁氾力珊として･知的脈暫のある人は‘リハーサル，㈱l化，制服

化とい勺た方端塗鞠瀧ﾘｊＷｌｌ制{二ついては.かｵfりの穏度までMII跡!.“ろ．j3I的'1脳Ｗ>ある人

が記俺力1(雌ｼ鵬く他えない脈囚はメタ飽億（幽分②妃低に(WH-ろ憩臓）にIhるとｫえら

れていふ

Ｏ減<，楠１１唯汀催で｡、,休的Iこ

○友梢や旗の仰1Mを磯か'二

０身掠り城織りや．航投魯交えて

【子どもと剛わる雨”掘永的な３つ”ポイントＩ

……□･※誓瀦
陳歎”例】

Ｏ靴逓歎えたり，１１噸したりｲ・ることが苦手恥予些も

。とばして舷えたり。あく欺え･ぎたI)してしまう．

３鵜。匡>'扇WW悪照
・計猟凋遮いが‘い』！L1.で｡J‘っ1.画で好えてし震う．

②＋‘＝。?こ〉．｡十・・・・＝

教職大学院における生徒指導・教育相談リーダー鎚成のための実習

個蟹の髄】

０文字を蕊ん鴬り‘好いたりすることが寄手雄子ども

・形の大きさや向き‘爪蹴りゆどがとらえられた1,,,

※５０鳶変の活劇．

亡〉＊劉，‘…‘し一

■蛙”塞鯉にＨＤＬに主擬とは．どんものなのでし上う． 昌子どもとかかわる詩に．大切なことは．どんなことでしょう．

⑧●ｅ●｡●

一十

1厘Ｗ】嘘Ｉ

(:》離人､W･･･幼児｣＃IにはＩＭＦ{二lNl心塗払諦うとせ1..悦線を件わ､鵬f:うとも－ないことが解いｏ

暴瑠に仲つぎ山抑』;合う.1.5に＃fろが，詑述年齢に厩じた仲INIIM1腺たつくらことはでき'#｡！

孤立していることが１９,い､ｲ岬がlil1.と人への奥蜘:跡生え_て'<罰が‘潜れ'世"的で脳り

上がり准もの唖あり，剛解されることも多い１，

②甘鋸甑･･･jlU閏・吐砿艇の知的陣

ルの蝿譜にとど出ることが惨いｑ

宙が鯉められろ奇、曜児の中には稲雌がたいか．１W紐しべ

厨推を斯寸･ことができてもイン1,ネーシ$ﾘﾝﾑ蛾かしい‘

助阿群の幽荊がう虫く可さない鞍どが特歎としてあげら恥る．全たＩＣＭ郡の卿BW惟反唇

(＝コラリフ．〉‘巡鑑齢漠瞬間罰．色調や且分で翻った遼釦など辿荷と＝ミュニケーショ

するために簡潅と他畑寸･ろ二とが霊しい，

噺
ン

(3)行勅而…ｐＷ１蝿児I堂６１，度の篭はあるが必ずＷかに強迫的にこだわるとし､う鋤倣儲もって

いる

のや

それ

迦剛

はロ分mJWの行肋や斯伸”動かし方に繍寸る二笛わりや．同

に対-1．るこだわり．さらに思考様式についての霊落わりなど葱

血雄ども．二脳わりからくる二とが多i,､．

性偲岬

撚でJｈ

と1､われる

貌似燭唯
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資料２

‘,『１】に

※邪祥え

全休でのお別れ式〈音楽室）

※実習生と子ども全ｕでの式

平成２２年度福岡教育大学教職大学院 ○本日の日羅

※応接室の片付け

3:30～閉識式〈実恕のまとめ：

※剛校長．大碓の先生よⅡ

l＝

１日の流れ！峠刻 |ｌＥ１Ｄ筒（水）のＨ岬

｢特別支援教育インターンシップ」

「学校適応アセスメント実習」

（第５日目資料）

実習の主な内溶 巽習期Ii{'ぬ料簡・評価

雛校１８：００ 珊将え・打ち合わせ

兇菰の擬棚観察

|M1の会の参加帆の会：３：５５

ＩＩＢ：５５ レポート作成等（応接室）

※坐習を,終える{こあたっての斯務liI荊吸Ｅ

：９g４Ｃ

主任訓話（応接室〕

ｆ発遥|娠審の]皿解と支援についてＩ

：９．５［

○本日の日程 ｐ,ｌ

ｐ２~p,10

２岬Ｉ歴Ｉ

BｌＯ１３Ｅ

９１０．３堀

Ｏ講話溌料‘ 児斌の僻l刊飢諌中休み

ｉｌｏ：５０
１－

１１［〕９月、 各学級での交流

※尖習生と子どものお別れ会３時限医
Ⅱ

１１]'３画

1，１１4胃 打ち合わせ・率務作業等

※大挙の作堆と一謡に‘IiI制I岨Ｉ

｜］２：ＤＣ

給灸ｉｌ２Ｅｏｃ

腿休部：～

淵揃１世：ｌ５

ｉ２１５
５１時1哩屈：～

給笈描導

児塑の槻細観頻

iil酬脂潮

＝特憲不能の広汎性発達障害

弘松英樹・納富恵子・西山久子・小泉令三

福岡教育大学教職大学院「特別支援教育インターンシツブ」

『学校適応アセスメント実習」置料

[画２発遥陣抵の下位分罰】

６１巌班Ｅ

日
場
期
会

平成２２年１１月-10日（水）

福岡教育大学附属福岡小学校

特別支援学級棟

｜乳一品Ｆ

’8１００

般烈後

i５Ｅ３０

句

．１－

-駕琴富目〕嘆蕊雲慧
ゴ注意欠陥／多勤性障害

発達障瞥とは

画３．

当詰神発建狸滞

秤許街【７

｜ 発達障害岸

（１）『究瑚陳脊』のとらえ方

弐一・パーの贈Ij･Iを走I）回□たり，じっ４冊かに

人の話を1111〈ことができ細くていつも先生に叱ら

れたりしている子どもがい潰汽そうした子ども

たちはH1もい準したが．近年でl:上さらに畑えてき

て1,､熱１．．かつては１１脱がしっかりしつけをし

唯いから』と，碗が樹め螺1ることがlＥとんどで

した‘,そして，ニラした予塔f〕は１個つと訴瞥も」

といわ･h･る二ともiIiIIl談し漁．

しかしojWr近{ﾆ占って．こうした子ど心たちの

打勤1曲しつけの下-1-分さか崎くるものでは欺く，

司広汎性発巡障害…一声:目閉性障害

『~……~'一…一一….=一一……~…＝~…‐…１

ｉ発達障害の理解と支援について｜
L－－．－－－．一一一一一一＝……＝…＝＝……～….,～や…＝一一~‘－Ｊ 打肋1曲しつけの不一1-分さか崎くるものでは欺く，【図１記述陣瞥についての埜木的な考え方】

鵬の蝋総にIMl題の‘hる鵬合がiItn為二とがわ力､っ･ごさまＬた。佐峨暁氏は，７.昌ものもつ「山り感」と

いう冨蕊さ膿I旧し‘亜I;上『唖つた子ども』でI:tなく‘本人が＝諾『囚つ･ている子ども』であるこ“

示し:I:Lた鱈

『泥趣味秤』１．１;１月に飢え“r休的換惟”肺腎でl:k雄いため，巻の什肋”州uからどのような発理

|純fである”かを見極めることが難しいのが乳:1Aで寸・!．

（２）『蝿地牌排」の定龍と分鋤

杉ILI韮志郎氏は．発述岬『のだI役聯推の.1;うに述べてい:に十．

１発瞳1K趣と1k．子どもの苑幽の途.上において，何らかのjm偶Iにより．蕊龍の排迄の額峻に，社金

的左適応上“1冊題逢引き蝿こ常1.町龍肱がある凹凸を生じたもの』

こめ定雄には．次の２つの型木的な必え〃が含課1‘ていると考えまず‘，

福岡教育大学附脇福岡小学校

教諭弘松英樹

呪祇，小・EII学佼に加う約６８j％”雫どもに．１Ｗらかの錐if陳笹がiり

むどいわれてい群１．．岨栴学騒において．蒋別厳嗣戯審嬰弓1-る了どf､がい’

て‘棚111揃え侭を行ガニとＩ:L‘その￥のためだけで|L炉上りか‘,例え鯵ぱ，１４.

岨Ｌがf’て抑､と不安に＃NろＴど(,がいた11』r凸､，給血叩配僻の手眼や係の

活動のルールなどをわ洲ﾄや十<浬弛的に鵬示したり,Ｍ１示や舵IwIを鮒的

{品噸l¥･勉･てて餅ＬたL｣ず.ることに‘k:って，その子だけ.で鞍く難戦全体の＃J

Ntが従いＩみんな添瑛心して地ご辿る牧窺になると1f,うことがあり友-1.0‘

特別支挫敬淵紬，銑して『狩別ｌ蛾ことでは齢く．一人ひ坐り”手ども

を大切にし，そのjE蹴,の可熊怜を雄大lﾘ&に仲卸すべく，例に応じた揃靴

をし‘こうと弓Ｉ目る，いわ'ポ『郷rの耐細で･1.同一ﾉ､ひとりが大切にさルて

いる挙扱．‘洲蜘.‘子ピボ,たちf』峰I息し､礎大切にＬ,ｋ罰と-J･婿のでは郡、

でＬ生う餌'1幹別支擬徴帝に絵;h,ろ二と進聴して，脈噛む胸る子どもぜ含

めた手ども泥解の!'強Ｉを学んでいきたいもので灸

の人Ⅲ”発進凶遊蛎には‘仙人迦$』側1Jが必ずあるもり)でめﾔ１，正淵か卿1Wかという当緋分け

を行っ-E，発選隙群のある児流は災州であるという”は紙りである。味誓のｲ派は，１１【純'二二

分ずそj二とのでどない]l』純的渥概念で尚る。

②縮迦蹄瞥とLL･子どものも弓馳迩途|その凹凸が‘制塞悠栃｣&”11の記催譜必鍔とするか否か

という糊畷に“,'て‘Ⅲ別の哩雌をした方がよりＪ:い躍逸が伽持できる二とを渥沈し｡Ｅいる。
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MKIで－１．，－入ひとりが大切にさルて

41号ぃ礎大切にＬ,ｋ罰と-J･婿のでは郡、

二と進聴して，脈噛む胸る子ども蕃合

たい#]ので壷 発述怖群にほ．砦ん欺陣'iIFの秘ｿjKがあるの力ということについてlま，Ｉ劇２のように分訓がなされて

い割．。２００５年に施行さ,ILた『掘施祢審巻巽製法ｌに描いて．滋11K'二もⅢ示されて1,･崖す．


